
別紙18　劣化補修図（真野取水場、真野浄水場）
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※この図は上から見た状態を平面的に表したものでる。

※この図は上から見た状態を平面的に表したものでる。
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水槽内底版：塗膜防水工
A=229.5m2

水槽内側壁：塗膜防水工
A=452.4m2

水槽内底版：塗膜防水工
A=229.5m2

Ex.J

立面展開図 (地上部)

D-A 立面図

C-D 立面図
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A-B 立面図

※地上部上面に0.3mm程度のひびわれが多数確認された。
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水槽内底版：塗膜防水工
A=221.7m2
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A=221.7m2
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称名面図

課当担事工
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41

真野浄水場 ⑤排泥池(外壁) 補修図
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ひびわれ
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ひびわれ

W=0.3 L=2300
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ひびわれ

W=0.4 L=1500×4
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ひびわれ

W=0.3 L=600
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ひびわれ

W=0.3 L=1900
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ひびわれ

W=0.3 L=1000

サビ汁
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補修跡

150×3500
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補修跡

40×1700

131

補修跡

150×1300
遊離石灰

ひびわれ補修跡
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補修跡

150×500
遊離石灰

漏水(滲み)

補修跡
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補修跡

150×500
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補修跡
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150×1200

ひびわれ
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補修跡

150×3500
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遊離石灰

※この図は上から見た状態を平面的に表したものでる。

真野浄水場 ⑤排泥池(内壁) 補修図

平面図 (底版)

平面図 (頂板)
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ひびわれ
遊離石灰

127

遊離石灰

石灰を伴うひびわれ

図面表記 凡例

ひびわれ

種 類 表 示

写真番号 1
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3
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3
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補修跡

錆汁

漏水

Ｂ Ｂ

Ａ
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CE

（ピット部）室内上面：表面被覆工
A=35.3m2

（ピット部）室内底面：表面被覆工
A=35.3m2

（連絡管廊-2）室内上面：表面被覆工
A=59.2m2

（連絡管廊-2）室内底面：表面被覆工
A=59.2m2

（連絡管廊-2）室内側面：表面被覆工
A=81.0m2

（連絡管廊-2）室内側面：表面被覆工
A=46.6m2

（ピット部）室内側面：表面被覆工
A=20.0m2

（ピット部）室内側面：表面被覆工
A=6.9m2

（ピット部）室内側面：表面被覆工
A=20.0m2
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ひび割れ補修工

表面被覆工

補修の種類 表示
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塗膜防水工

断面修復工
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22

1100×450

豆板
25

大津市真野四丁目ほか

工 事 名

工 事 場 所

設計
年 月 日

工竣

名面図

年 月 日

設計図 ・ 竣工図 尺度

用 紙 サ イ ズ

称名面図

課当担事工

課 長 合 議課長補佐 担当者

全 枚の内 枚目

施 工 業 者 名

代 表 者 現 場 代 理 人 製 図 者

図 面 番 号 整 理 番 号

A1

大津市企業局施設部浄水管理センター浄水施設課
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真野浄水場 ⑤排泥池(内壁) 補修図
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別紙18　劣化補修図（真野取水場、真野浄水場）



水槽内底版：塗膜防水工
A=221.7m2

水槽内底版：塗膜防水工
A=221.7m2

水槽内側壁：塗膜防水工
A=452.4m2

立面図 (地上部)

Ex.J

D-A 立面図

C-D 立面図

B-C 立面図

A-B 立面図

※地上部上面に0.3mm程度のひびわれが多数確認された。

平面図 (地上部上面)

濃縮槽濃縮槽排泥池排水地排水地

排水ピット
500×500×600

排水ピット
500×500×600

資材搬入孔

E
x
.
J

E
x
.
J

E
x
.
J

E
x
.
J

E
x
.
J

E
x
.
J

KEY-PLAN

真野浄水場 ⑥濃縮槽(外壁) 補修図

133 134

図面表記 凡例

種 類 表 示

写真番号 1

ひびわれ

S=1/100

1
7
0
0
0

17000

A

BD

C

800

2626 3960

4200

500 500

90
0

8
0
0
0

1
5
0

5
0

FGL+103.150
H.W.L +102,650

LWL OP+94.650
59005900

FGL+103.150

300

262639602452

500

1
10

0
8
50

3
40

0

4
9
0 25

0
90

0
39

6
0

5
0

18881888

1852 1746 5140 1688 200174651401688200

25
0

1
46

0
0

9
0
00

44
5
0

1
01

5
0

9
4
0
0

5
0
0

16000

500
500

20
0
0

2
50

1
5
0

250

100

手摺り

1
50

Ｂ-Ｄ断面

1
2
4
0

〇：〇〇〇

部位 補修名

数量

(〇-〇〇〇）

ひび割れ補修工

表面被覆工

補修の種類 表示

ﾓﾙﾀ ﾙ塗り工

塗膜防水工

断面修復工

m
2

m

m
2

m
2

m
2

W=0.3 L=3000

ひびわれ
22

1100×450

豆板
25

大津市真野四丁目ほか

工 事 名

工 事 場 所

設計
年 月 日

工竣

名面図

年 月 日

設計図 ・ 竣工図 尺度

用 紙 サ イ ズ

称名面図

課当担事工

課 長 合 議課長補佐 担当者

全 枚の内 枚目

施 工 業 者 名

代 表 者 現 場 代 理 人 製 図 者

図 面 番 号 整 理 番 号

A1

大津市企業局施設部浄水管理センター浄水施設課

41

真野浄水場 ⑥濃縮槽(外壁) 補修図
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真野浄水場更新基本設計及び耐震診断業務委託

別紙18　劣化補修図（真野取水場、真野浄水場）



真野浄水場 ⑥濃縮槽(内壁) 補修図

平面図 (底版)

平面図 (頂板)

Ｅ－Ｅ断面Ｄ－Ｄ断面 Ｃ－Ｃ断面

Ｂ－Ｂ断面

143

補修跡

150×2800

遊離石灰

144

遊離石灰

145

補修跡

150×2800

遊離石灰

補修跡

200×400

141

ひびわれ

W=0.3 L=600×2

146

補修跡

150×900

遊離石灰

147

補修跡

700×600

遊離石灰

ひびわれ
W=0.2 L=1700

補修跡

20×1900

148

補修跡

150×500

遊離石灰 補修跡

20×1000
200×1900

補修跡

150×3400

138

ひびわれ

W=0.3 L=3500

139

ひびわれ

W=0.4 L=2400

140

ひびわれ

W=0.4 L=2100

137

鉄筋露出

135

鉄筋露出

136

142

サビ汁

Ａ－Ａ断面

濃縮槽濃縮槽排泥池排水地排水地

排水ピット

500×500×600

排水ピット

500×500×600

資材搬入孔

E
x.

J

Ex
.
J

Ex
.
J

Ex
.
J

E
x
.
J

E
x
.
J

KEY-PLAN

W=0.3 L=1000

W=0.3 L=1700

※この図は上から見た状態を平面的に表したものでる。

W=0.3 L=2100 W=0.3 L=1700

100×100×4

149

100×100×4

150

3
9
0
0

20000

3
9
0
0

S=1/100

Ｂ Ｂ

Ａ

C

CE

（ピット部）室内上面：表面被覆工
A=35.3m2

（ピット部）室内底面：表面被覆工
A=35.3m2

（連絡管廊-2）室内上面：表面被覆工
A=59.2m2

（連絡管廊-2）室内底面：表面被覆工
A=59.2m2

（連絡管廊-2）室内側面：表面被覆工
A=81.0m2

（連絡管廊-2）室内側面：表面被覆工
A=46.6m2

（ピット部）室内側面：表面被覆工
A=20.0m2

（ピット部）室内側面：表面被覆工
A=6.9m2

（ピット部）室内側面：表面被覆工
A=20.0m2

20000

20000

20000

4
0
5
0

4
0
5
0

3
7
0
0

3
7
0
0

2
6
4
2

2
8
6
8

2
8
6
8

〇：〇〇〇

部位 補修名

数量

(〇-〇〇〇）

ひび割れ補修工

表面被覆工

補修の種類 表示

ﾓﾙﾀ ﾙ塗り工

塗膜防水工

断面修復工

m
2

m

m
2

m
2

m
2

W=0.3 L=3000

ひびわれ
22

1100×450

豆板
25

遊離石灰

図面表記 凡例

ひびわれ

種 類 表 示

写真番号 1

補修跡

錆汁

鉄筋露出

大津市真野四丁目ほか

工 事 名

工 事 場 所

設計
年 月 日

工竣

名面図

年 月 日

設計図 ・ 竣工図 尺度

用 紙 サ イ ズ

称名面図

課当担事工

課 長 合 議課長補佐 担当者

全 枚の内 枚目

施 工 業 者 名

代 表 者 現 場 代 理 人 製 図 者

図 面 番 号 整 理 番 号

A1

大津市企業局施設部浄水管理センター浄水施設課
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真野浄水場 ⑥濃縮槽(内壁) 補修図
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別紙18　劣化補修図（真野取水場、真野浄水場）



Ｂ Ｂ

Ａ

C

C

濃縮槽濃縮槽排泥池排水地排水地

排水ピット
500×500×600

排水ピット
500×500×600

資材搬入孔

E
x
.
J

E
x.

J

E
x.

J

E
x.

J

E
x.

J

E
x
.
J

KEY-PLAN

真野浄水場 ⑦連絡管廊-2 補修図

Ｂ－Ｂ断面Ａ－Ａ断面

平面図 (頂板)

平面図 (底版)

Ｃ－Ｃ断面 Ｄ－Ｄ断面

157

遊離石灰

158

遊離石灰159

ひびわれ

W=0.4 L=2300×5

損傷なし

※この図は上から見た状態を平面的に表したものでる。

S=1/100

20000

4
0
5
0

3
0
0
0

遊離石灰

図面表記 凡例

ひびわれ

種 類 表 示

写真番号 1

室内側面：表面被覆工
A=81.0m2

室内上面：表面被覆工
A=65.4m2

室内側面：表面被覆工
A=81.0m2

室内底面：表面被覆工
A=65.4m2

20000

2000020000

3
0
0
0

4
0
5
0

〇：〇〇〇

部位 補修名

数量

(〇-〇〇〇）

ひび割れ補修工

表面被覆工

補修の種類 表示

ﾓﾙﾀ ﾙ塗り工

塗膜防水工

断面修復工

m
2

m

m
2

m
2

m
2

W=0.3 L=3000

ひびわれ
22

1100×450

豆板
25

大津市真野四丁目ほか

工 事 名

工 事 場 所

設計
年 月 日

工竣

名面図

年 月 日

設計図 ・ 竣工図 尺度

用 紙 サ イ ズ

称名面図

課当担事工

課 長 合 議課長補佐 担当者

全 枚の内 枚目

施 工 業 者 名

代 表 者 現 場 代 理 人 製 図 者

図 面 番 号 整 理 番 号

A1

大津市企業局施設部浄水管理センター浄水施設課

41

真野浄水場 ⑦連絡管廊-2 補修図

S15

1：100

真野浄水場更新基本設計及び耐震診断業務委託

別紙18　劣化補修図（真野取水場、真野浄水場）



濃縮槽濃縮槽排泥池排水地排水地

排水ピット
500×500×600

排水ピット
500×500×600

資材搬入孔

E
x
.J

E
x
.
J

E
x
.
J

E
x
.
J

E
x
.J

E
x
.
J

KEY-PLAN

176

目地材の劣化

サビ汁
漏水(滲み)175

漏水(滲み)

174

漏水(滲み)

173

漏水(滲み)

172

漏水(滲み)

171

留金具から漏水(滲み)

サビ汁

170

漏水(滲み)
169

サビ汁

168

漏水(滲み)

163

ひびわれ

W=0.2 L=3300
162

漏水(滲み)

161

漏水(滲み)

160

目地材の劣化

サビ汁

真野浄水場 ⑧連絡管廊-3 補修図

平面図 (頂板)

平面図 (底版)

Ａ

ＢＢ

166

漏水(滴水有)

167

179

ひびわれ

W=0.2 L=400×3

165

ひびわれ

W=0.2 L=600

漏水(滲み)

164

目地材突出

178

ひびわれ

W=0.4 L=2000

177

ひびわれ

W=0.4 L=1500

181

ひびわれ

W=0.1 L=300

182

滞水(天井から滴水有)

180

漏水(滲み)

183

ひびわれ

W=0.3 L=2800

Ｂ－Ｂ断面Ａ－Ａ断面

W=0.4 L=2000

W=0.4 L=2200

W=0.3 L=600

W=0.3 L=600

ひびわれ

ひびわれ

W=0.4 L=1000

※この図は上から見た状態を平面的に表したものでる。

ひびわれ

W=0.1 L=300

目地材の劣化

S=1/100

4
6
5
0

3
9
5
0

図面表記 凡例

ひびわれ

種 類 表 示

写真番号 1

錆汁

漏水

室内側面：表面被覆工
A=61.0m2

室内上面：表面被覆工
A=76.8m2

室内側面：表面被覆工
A=49.2m2

〇：〇〇〇

部位 補修名

数量

(〇-〇〇〇）

ひび割れ補修工

表面被覆工

補修の種類 表示

ﾓ ﾙﾀ ﾙ塗り工

塗膜防水工

断面修復工

m
2

m

m
2

m
2

m
2

1525015250

3
9
5
0

3
9
5
0

15475

W=0.3 L=3000

ひびわれ
22

1100×450

豆板
25

大津市真野四丁目ほか

工 事 名

工 事 場 所

設計
年 月 日

工竣

名面図

年 月 日

設計図 ・ 竣工図 尺度

用 紙 サ イ ズ

称名面図

課当担事工

課 長 合 議課長補佐 担当者

全 枚の内 枚目

施 工 業 者 名

代 表 者 現 場 代 理 人 製 図 者

図 面 番 号 整 理 番 号

A1

大津市企業局施設部浄水管理センター浄水施設課
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真野浄水場 ⑧連絡管廊-3 補修図
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別紙18　劣化補修図（真野取水場、真野浄水場）



真野浄水場 ⑨取水井 補修図

立面図 (地上部)

A

D-A 立面図

C-D 立面図

B-C 立面図

A-B 立面図

平面図 (地上部上面)

50×100

鉄筋露出

1

損傷なし

壁面円周上にモルタルのひびわれ、剥がれが局部的に見られる。 2 3

S=1/100

図面表記 凡例

ひびわれ

種 類 表 示

写真番号

鉄筋露出

1

BD

C

〇：〇〇〇

部位 補修名

数量

(〇-〇〇〇）

ひび割れ補修工

表面被覆工

補修の種類 表示

ﾓﾙﾀ ﾙ塗り工

塗膜防水工

断面修復工

m
2

m

m
2

m
2

m
2

W=0.3 L=3000

ひびわれ
22

1100×450

豆板
25

大津市真野四丁目ほか

工 事 名

工 事 場 所

設計
年 月 日

工竣

名面図

年 月 日

設計図 ・ 竣工図 尺度

用 紙 サ イ ズ

称名面図

課当担事工

課 長 合 議課長補佐 担当者

全 枚の内 枚目

施 工 業 者 名

代 表 者 現 場 代 理 人 製 図 者

図 面 番 号 整 理 番 号

A1

大津市企業局施設部浄水管理センター浄水施設課
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真野浄水場 ⑨取水井 補修図
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別紙18　劣化補修図（真野取水場、真野浄水場）



立面展開図 (地上部)

D-A 立面図

C-D 立面図

B-C 立面図

A-B 立面図

平面図 (スラブ)

平面図 (底版)

うき 2000×2500

11

うき 1000×1400

10

うき 1000×1200

9

うき 3000×4000

12

壁面円周上に1.0mm程度のひびわれが確認された。 4 6

※この図は上から見た状態を平面的に表したものでる。

損傷なし

ハンチ部全体に0.4㎜程度の縦方向ひびわれが多数確認された。 7 8

～

真野浄水場 ⑨取水井 補修図

図面表記 凡例

ひびわれ

種 類 表 示

写真番号

うき

1

S=1/100

A

BD

C

A

BD

C

〇：〇〇〇

部位 補修名

数量

(〇-〇〇〇）

ひび割れ補修工

表面被覆工

補修の種類 表示

ﾓﾙﾀ ﾙ塗り工

塗膜防水工

断面修復工

m
2

m

m
2

m
2

m
2

W=0.3 L=3000

ひびわれ
22

1100×450

豆板
25

大津市真野四丁目ほか

工 事 名

工 事 場 所

設計
年 月 日

工竣

名面図

年 月 日

設計図 ・ 竣工図 尺度

用 紙 サ イ ズ

称名面図

課当担事工

課 長 合 議課長補佐 担当者

全 枚の内 枚目

施 工 業 者 名

代 表 者 現 場 代 理 人 製 図 者

図 面 番 号 整 理 番 号

A1

大津市企業局施設部浄水管理センター浄水施設課

41

真野浄水場 ⑨取水井 補修図
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真野浄水場更新基本設計及び耐震診断業務委託

別紙18　劣化補修図（真野取水場、真野浄水場）


